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枚 方 市 の 概 要 

１．枚方市について 
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【枚方市の地理】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇市の中央部を国道１号線が横断し、市の西部を京阪電鉄が、東部を JR 学研都市線

が走っている。また、令和 10 年度以降の新名神高速道路の開通や、令和 13 年度、

牧野地域に淀川対岸の高槻市との渡河橋が開通する。 

○また、北陸新幹線の開通にあたっては隣接する京田辺市の松井山手駅周辺に新駅が

開業予定。 

〇東部は生駒山地から男山丘陵に伸びる山地、中央部は枚方台地、西部は淀川沿いの

沖積低地という東高西低の地形をなしている。 

〇市域を船橋川・穂谷川・天野川が南東から北西に横切って、淀川に流れている。 

 

【枚方市の人口】 

 

 

 

 

 

 

 

2026 年（令和 8 年）5 月１日現在  

       人口: 390,428 人 

内、男 186,372 人・女 204,056 人 

       世帯数: 189,396 世帯 

面積: 65.12 k ㎡ 

 

枚方市駅 
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【大阪府内での位置づけ】 

○政令指定都市である、大阪市、堺市および中核市である東大阪市、豊中市、吹田

市に次ぐ人口規模であり、北河内地域においては最大の中核市です。 

 

（中核市とは） 

○地方自治法に基づき、政令で指定された人口 20 万人以上の都市で、政令指定都

市に準ずるとして位置づけられ、都道府県が行う業務の一部（福祉分野、保健衛

生分野など）を担っている。 

  全国６2 市 ＊府内では枚方市の他に、豊中市、吹田市、高槻市、寝屋川市、八

尾市、東大阪市が中核市 

 

２．枚方市のあゆみ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．枚方市の主な特性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○江戸時代、淀川舟運の中継地、また、京街道の宿場町として賑わった。 

 

○明治 29 年に、陸軍の禁野火薬庫が設置され、第 2 次大戦中には、枚方製造所や香

里製造所などが稼働する兵器製造のまちとなった。 

 

○明治 43 年に、淀川左岸に京阪電車が開通し、郊外型住宅地として発展した。 

 

○昭和 22 年 8 月 1 日に、市制を施行（人口: 41,041 人 面積: 40.62 ㎢） 

 

○昭和 30 年に、津田町と合併（人口: 59,327 人） 

 

○昭和 30 年代に、香里製造所が「東洋一のマンモス団地」といわれた香里団地に姿

を変え、また、くずはローズタウンなどの住宅開発により、大阪・京都のベッドタ

ウンとして人口が急増しはじめ、平成 7 年の国勢調査では人口 40 万人を超える大

阪府内で 4 番目の都市へと成長した。 

 

○平成 21 年をピークに人口減少に転換。令和２年に、40 万人を下回る一方で、子

育て世帯については平成 25 年から令和７年の 13 年連続転入超過となっている。 

 

○近年では、枚方市駅前の再整備が進められ、平成 28 年５月に「T-SITE」、令和６

年 9 月に枚方市駅直結の大型商業施設「枚方モール」が開業し、「ステーションヒ

ル枚方」には行政サービスフロアも誕生した。 
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【学園都市】 

○市内には、５つの大学(※)が所在し、多くの学生が通い、学んでいる。５大学で

は、歯学や医学、薬学、看護学、外国語、経営情報学、工学など専門分野に秀で

た個性豊かな教育・研究活動が展開されており、本市は、「学園都市」という性

格を有している。 

(※)大阪歯科大学・関西医科大学・関西外国語大学・摂南大学・大阪工業大学 

【企業団地】 

○市の誘致や昭和 41 年の国道 1 号開通で企業の立地が相次ぎ、製造業を中心とし

た７つの企業団地(※)がある。 

(※)枚方家具団地・枚方企業団地・枚方鉄工塗装団地・大阪紳士服団地・枚方東部企

業団地・枚方工業団地・津田サイエンスヒルズ 

【都市ブランド】 

○市内には二次救急病院である市立ひらかた病院や高度救命救急センターがある

関西医科大学附属病院が揃い、医科、歯科、薬学・看護学の大学があるなど、健

康医療に関わる社会資源が充実している。また、これらの健康医療に関わる１４

団体によってコンソーシアム（共同事業体）を設立するなど、都市ブランド「健

康医療都市ひらかた」の実現に向けて取り組んでいる。 

○関西圏の中でも暮らしやすさと将来性を兼ね備えた街として、多くの家族に選ば

れており、全庁一丸となった市政アピールとして市民目線で発信する「だから、

枚方」をキャッチフレーズに子育て世帯をターゲットにしたシティプロモーショ

ンを展開している。 

 

【地域コミュニティ】 

○各小学校区（４４校区）において、校区コミュニティ協議会が設置されており、

防災、子どもの安全対策、青少年の健全育成、ごみ減量の取り組みなど、地域の

さまざまな課題の解決に向けて取り組んでいる。 

 

【枚方市のシンボル】 

○市の花：「菊」「桜」 ○市の木：「柳」 ○市の鳥：「カワセミ」 

 

【枚方市の友好都市等】 

○友好都市（海外）：「中華人民共和国 上海市 長寧区」、「オーストラリア連邦 ロ

ーガン市」、「大韓民国 全羅南道 霊岩郡」 

○友好都市（国内）：「高知県 四万十市」、「北海道 別海町」、「沖縄県 名護市」 
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３．枚方市の収支見通し 

令和６年度普通会計決算では、実質収支は黒字となったものの、社会保障関連経費

の増加や物価高騰等の影響などにより単年度収支は２年連続で赤字となった。 

また、将来を見通す中においては、歳入の根幹を成す市税の減収や、歳出面でも扶

助費など社会保障関連経費の増加やエネルギー価格・物価高騰等によるさらなる物件

費の増加など、本市財政を取り巻く状況は、歳入・歳出の両面において年々厳しさを

増していくことが予想される。 

こうした状況において、財政の健全化を図るともに、まちの魅力を高め、持続可能

な発展をしていく必要があるため、積極的な DX の推進や公民連携の推進、新たな財

源確保策、スクラップアンドビルドによる事業再編などの取組を進めることにより、

財政の健全性を維持していくこととしている。 
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４．２つの最重点施策 

（１）子育て世帯をターゲットにした施策の充実 

 

 

 

 

 

 

その他の取組等として、 

○児童相談所の設置について 

養育に困難を抱える家庭や子どもの支援として、令和 12 年度の開設を目指し、

児童相談所の設置に向けた取組を進めている。 

○子ども未来館の設置について 

子育て世帯から選ばれる魅力的な子育て環境の充実に向け、遊び場を兼ね備えた

地域子育て支援拠点として、就学前児童を対象とした屋内型施設「（仮称）子ども

未来館」の令和９年６月完成をめざして取組を進めている。 
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○子ども医療費助成 

０歳から 18 歳までの子どもを助成対象とし、入院や通院にかかる医療費等を自

己負担額 500 円/日を限度として助成を実施している。 

○子どもがワクワクするような公園の整備 

子どもの遊び場を充実させるため、公園に子どもがワクワクするような遊具や休

憩施設等を設置し、子育て世帯が楽しく安全に過ごせる空間づくりを進めている。 

 

（２）枚方市駅周辺再整備事業の一層の推進 
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５．枚方市の人口 

【現状】 

（１）総人口・世帯数・年齢３区分別人口割合の推移 

  枚方市での総人口については、平成 21 年 10 月の 410,800 人をピークに減少

傾向です。 

一方、世帯数については、増加傾向が現在まで続いており、平成 15 年の

154,435 世帯から令和 5 年の 185,617 世帯まで、直近 20 年間で約 31,000

世帯増加しています。 

また、1 世帯あたり人員は減少傾向で家族の少人数化が進んでいることがうかが

えます。 

 

図 総人口・世帯数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年齢 3 区分別人口については、平成 15 年から令和 5 年にかけての 20 年間で、

年少人口比率が 3.0 ポイント、生産年齢人口比率が 11.6 ポイント減少しているの

に対し、老年人口比率が 14.6 ポイントと大きく増加しており、少子高齢化の進行

が確認できます。 

 

図 年齢 3区分別人口割合の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：住民基本台帳(各年 5 月 1 日時点、平成 15 年・20 年は外国人含まず) 

出典：住民基本台帳(各年 5 月 1 日時点、平成 15 年・20 年は外国人含まず) 
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（２）自然動態（出生・死亡） 

平成 25 年に死亡数が出生数を上回る自然減となって以来、以降 10 年間にわた

り、自然減が加速度的に進行しています。 

 

図 自然増減の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）社会動態（転入・転出） 

年によって変動はあるものの、転出数が転入数を上回る社会減の傾向が続いてい

ましたが、令和 4 年（2022 年）から転入者の増加などにより、社会増に転じて

います。 

 

図 社会増減の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：住民基本台帳(平成 15 年～令和 5 年) 

出典：住民基本台帳(平成 15 年～令和 5 年) 
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【人口の将来見通し】 

（１）枚方市の将来人口推計 

令和５年度に実施した将来人口推計では、令和５年(2023 年)から 10 年間で

約 19,900 人(▲5.0％)、今後、30 年間で約 89,000 人(▲22.5％)の減少とな

る見込みです。 

前回の令和元年度調査では、2053 年の人口を 298,924 人と推計しており、

減少幅は緩和しています。 

 

図  枚方市の将来人口推計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）年齢３区分別人口の将来推計 

年少人口および生産年齢人口の割合は減少し続ける見込みです。 

一方、老年人口割合は上昇を続け、30 年後の令和 35 年（2053 年）には生産年齢

人口と老年人口がおおよそ 1：1 の状況になる見込みです。 

 

図  年齢３区分別人口の将来推計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：枚方市将来人口推計調査報告書 

出典：枚方市将来人口推計調査報告書 

（※）平成 30 年から令和 4 年にかけての転入出の状況を基に推計している。 
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（３）自然／社会増減の将来推計 

社会動態（※）は、前年比を微減・微増で推移しますが、自然動態では、少子

高齢化の影響による減少の値が社会動態の推計値を遥かに上回り、人口減少が続

く見込みです。 

 

  図  自然/社会増減の将来推計 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：枚方市将来人口推計調査報告書 


